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Capital of Social Innovation : SENDAI
仙台・東北から世界を変えるソーシャル・イノベーションを

第6回デジタル田園都市国家構想実現会議仙台市資料

資料１



東日本大震災発災 社会課題が深刻化
行政だけでは解決が困難

共通の課題がたくさん
市域を越えて連携促進

誘 致 内 発

課題先進地・東北

背景
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スタートアップ・エコシステム拠点都市の選定を弾みとして、

産学官金が連携し、ソーシャル・スタートアップを支援する環境構築が加速



・仙台市では、目指すゴールとステージに応じた多様な支援プログラムを用意し、起業家をサポート。
・仙台市だけではなく、東北地方全域を対象とした集中支援プログラムを実施。

先進的取組：仙台市 ソーシャルスタートアップ支援の全体像
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社会課題の解決を第一義に展開し、
経済的持続性と社会インパクトを備えた

「スタートアップ」

社会性と事業性を両立しつつ
特に急成長・急拡大を志向し、地域を超えた
より広い市場を目指す「スタートアップ」

東北ソーシャル・イノベーションアクセラレーター（SIA） 東北グロースアクセラレーター（TGA）

ゼブラ型
デッド中心の資金調達（融資、クライドファンディング等）

ユニコーン型
エクイティ中心の資金調達（エンジェル、VC等）

株式会社ヘラルボニー
知的障害のあるアーティストの作品を様々
なモノ・コト・バショに落とし込み、社会に提
案。福祉を起点にした新しい文化創造を目
指し事業を展開している。

輝翠TECH株式会社
宇宙探査ロボットの技術を活用し、農業の
負担軽減に資する農業用AIロボットを開発。
農家が抱える労働問題や、都市と農村の
格差問題の解消を目指す。

株式会社幸呼来Japan
東北地方に古くから伝わるサスティナブルな
織物「裂き織り」を新しい産業として育み、
作り手として障がい者を雇用、現代のニーズ
に合わせて展開している。

株式会社ゆらリズム
音楽を通じた共生社会の実現を目指し、
音楽リハビリテーションと介護予防を組み合
わせた独自のプログラムを提供するデイサー
ビス事業を運営している。

2017年からの5年間で、141者のソーシャル・スタートアップを支援
東北に多様な起業家を育む豊かなエコシステムが発展



・仙台市において、社会課題解決に向けた起業家向けコワーキングスペース（INTILAQ東北イノベーショ
ンセンター）を整備し、社会課題を持続的に解決しようとする起業家を集中的に支援。
・施設内では、地域起業家向けプログラム、小中高大学生向けプログラムなどの多様なプログラムを提供。

先進的取組：仙台市 ソーシャルスタートアップへの段階的支援①
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仙台駅より15分程度のアクセス

INTILAQ（インティラック）は、カタールフレンド基金の支援によって始められた起業家支援プロジェクトです。
東北地方の沿岸被災3県（宮城、岩手、福島）にて、「Catalyze the venture ecosystem」、つまり新しいビジネ
スやサービスが生まれ育って行くエコシステムを創造することを目標に、その「場」となるINTILAQ東北イノベーションセン
ターの運営と、「コンテンツ」となる様々なイベント、ワークショップ、メンタリングサービスなどの企画・提供を行っています。



先進的取組：仙台市 ソーシャルスタートアップへの段階的支援②
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INTILAQが実施するSIAプログラム内において自主的な調達（借入・クラウドファンディング・寄
付金・助成金・企業協賛・財団助成金等）を支援。

仙台市では、社会課題解決を目指すソーシャルスタートアップ支援メニューとして、社会インパクト
重視のソーシャルイノベーションアクセラレーター（SIA）と成長重視の東北グロースアクセラレータ
ー（TGA）を実施。事前の説明会等で起業家のニーズに合わせていずれかに誘導。

仙台市及びINTILAQによる支援
・ソーシャルイノベーションアクセラレーター（SIA）と東北グロースアクセラレーター（TGA）を実施
・以下の枠組みの中で、施設を卒業したソーシャルビジネスを資金面を含めて継続的に支援

VCファイナンスを必要とする（希望する）起業家へはINTILAQ独自の紹介支援に加え、TGA
プログラムと連携したVCとのマッチングや資金調達支援を提供。

SIA・TGAプログラムの卒業生を対象に、インパクト投資を行うSIIF(※)へのつなぎ支援を実施。
※一般財団法人 社会変革推進財団（Social Innovation Investment Foundation）
社会課題の解決と、多様な価値創造が自律的・持続的に起こる社会を目指して活動。（次ページ参照）



先進的取組：仙台市 ソーシャルスタートアップへの段階的支援②
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SIIFが行う地域インパクトファンド設立・運営支援事業（休眠預金等活用事業）の例

■SIIFの地域インパクトファンドの設立
にあたっては休眠預金等交付金に係
る資金を活用して実施（※）

※具体的には、SIIFの同ファンド事業の設置・運営に当たっ
ては、一般財団法人日本民間公益活動連携機構
（JANPIA）の休眠預金等活用事業へ提案・採択され、
JANPIAからの助成を受けて実施。

■これにより、ファンドとして過度のリター
ンを求めることなく、高いリターンの創出
が困難なソーシャルスタートアップにも
投資が可能に。

【休眠預金等交付金の活用スキーム】

• SIIFが地域インパクトファンドより、
社会課題を解決するＮＰＯ等へ投資
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